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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論は、日本古代に建設された宮都の原理的根拠を中国古代の経書に求め、近年の考古学の成果を傍証として成立


































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、宮都の理念的モデル論と見ることができるが、氏は、過去に東洋史学を学び、また長く考古学調査の現
場を体験した経歴を生かして、日本宮都の背後にある都の構想を中国古典の内に求め、近年の宮都調査の成果も踏ま
えながら、変化の要因をさらに古典に探究するという手法で興味深い課題の究明に成功している。 
 氏は、飛鳥諸宮から飛躍的な発展を示す初期宮都、前期難波宮や藤原宮の建設をその構想や動機に遡って検証する
ことで、古代宮都の建設が「礼的空間の創出」にあったとの仮説を提示し、学界に積極的な問題提起を行っている。 
 また、「周礼考工記」などの経書が注釈とともに日本に持ち込まれ、理解が図られたとの指摘は、宮都の構想に止
まらず、日本古代史学における律令解釈や政治理念の研究にも資するものと言える。さらに、隋唐代において中国宮
都の構造変化があったとの解釈も、藤原京と平城京との構造的差異を説明する重要な指摘である。 
 以上のように、本論は、近年、日本の古代史学に大きな比重を占める宮都研究に新たな提言を行うものであり、研
究の進展によっては、中国や朝鮮、他の国の宮都に関する国際研究にも繋がる可能性を含んでいる。 
 必ずしも恵まれない環境のなかで進められた氏の篤学とも評される勉強ぶりから見て、今後もさらに着実な研究成
果が期待できる。文中には歴史名辞の厳密さや、論証の細部においてさらに詰めを要する箇所も見受けられるが、そ
れらは今後の研究で克服できる瑕瑾と称するべきものである。 
 以上の諸点を総合的に判断して、本論文は当該研究分野の基礎となる価値を十分有しており、博士（文学）の学位
を与えるのにふさわしいと認定した。 
